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農業センサス調査にご協力を！

農
林
省
で
は
５
年

に
一
度
、
全
国
一
せ

い
に
全
部
の
農
家
を

対
象
に
「
農
業
セ
ン

サ
ス
」
を
行
い
ま
す

こ
の
調
査
は
「
農

業
の
国
勢
調
査
」
と

い
わ
れ
る
も
の
で
、

農
業
経
営
の
実
情
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
調
査
の
経
果

は
国
や
地
方
自
治
体

が
農
業
の
施
策
を
、

お
こ
な
っ
て
い
く
た

め
の
大
切
な
資
料
と

な
り
ま
す
。

２
月
１
日
か
ら
調
査
員
が
各

農
冢
を
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
火
管
理
者

講
習
会
実
施

次
の
と
お
り
防
火
管
理
者
講
習
会

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

・
目
　
的

消
防
法
施
行
令
第
３
条
第
１

号
に
基
づ
き
、
長
門
地
区
消
防

長
が
防
火
管
理
に
関
す
る
講
※

※
習
会
を
実
施
し
て
防
火
管
理

者
と
し
て
の
資
格
を
付
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

・
日
時
（
２
日
間
）

昭
和
５
０
年
２
月
２
０
日
（
木
）

２
１
日
（
金
）
９
時
～
1
6
時
3
0
分

・
場
　

所

長
門
地
区
消
防
本
部

二
受
講
手
続

受
講
希
望
者
は
２
月
１
０
日
ま

で
に
。
長
門
地
区
消
防
本
部
へ

申
込
の
こ
と
。

人口と世帯
( ２月１日現在)

人　囗　　　5, 547 人
男　　2, 603 人
女　　2, 944人

世帯数　　1, 436世帯

昭和50年２月１日

〔
納
税
は
期
限
内
に
〕

国
保
税
第
４
期
分
の
納
期
が

２
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

統
一
地
方
選
挙
日
程
き
ま
る

４
月
1
3日
県
会
議
員

４
月
2
7
日
村
会
議
員

選
挙

す
で
に
新
聞
な
ど
で
ご
存
知

の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
私
達

の
生
活
に
直
接
身
近
か
な
つ
な

が
り
を
も
つ
、
県
会
議
員
、
村

会
議
員
の
選
挙
が
夫
々
統
一
し

て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
き
ま
り

ま
し
た
。
私
達
の
代
表
と
し
て

県
や
村
の
政
治
を
行
う
人
を
き

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

義
理
、
人
情
な
ど
の
私
情
に
と

ら
わ
れ
ず
、
み
ん
な
の
代
表
と

し
て
真
に
立
派
な
人
を
選
ぶ
よ

う
今
か
ら
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

尚
、
公
職
選
挙
法
に
は
い
ろ

い
ろ
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、

有
権
者
の
皆
さ
ん
、
立
候
補
予

定
の
方
、
共
に
選
挙
法
を
よ
く

守
っ
て
、
違
反
に
問
わ
れ
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
明
る

い
選
挙
の
実
現
を
期
し
ま
し
ょ

選
挙
の
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
県
会
議
員
選
挙

投
票
日
　
　
　
４
月
1
3
日

告
示
日
　
　
　
４
月
1
日

選
挙
時
登
録
の

登
録
基
準
日
　
3
月
1
7
日

〃
登
録
日
　
3
月
1
8
日

・
村
会
議
員
選
挙

投
票
日
　
　
　
４
月
2
7日

告
示
日
　
　
　
４
月
2
0
日

選
挙
時
登
録
の

登
録
基
準
日
　
４
月
1
5
日

〃
登
録
日
　
４
月
1
6
日

尚
、
年
令
の
算
定
基
準
日
は

い
ず
れ
も
投
票
日
で
す
。

し
た
が
っ
て
県
会
議
員
選
挙
の

有
権
者
は
、
３
月
1
7
日
現
在
で

3
ヶ
月
以
上
本
村
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
か

つ
、
４
月
1
3
日
で
満
2
0
才
以
上

の
者
と
な
り
ま
す
。

村
会
議
員
選
挙
の
有
権
者
は

４
月
1
5
日
現
在
で
、
3
ヶ
月
以

上
本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
４
月
2
7

日
で
満
2
0
才
以
上
の
者
と
な
り

ま
す
。

尚
、
追
加
登
録
の
名
簿
を
登

録
日
の
翌
日
か
ら
５
日
間
、
役

場
で
縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
、

よ
く
確
認
し
て
下
さ
い
。

50 年 ４ 月 １ 日 か ら

印鑑登録と証明の方法が変わります

登録の切替えは９月30日までに

今
日
で
は
、
お
金
や
財
産
が

動
く
と
き
に
は
、
必
ず
と
い
っ

て
よ
い
ほ
ど
印
鑑
証
明
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
印
鑑
や

印
鑑
証
明

の
か
ら
ん

だ
犯
罪
や

事
故
が
全

国
に
た
く

さ
ん
起
き

て
い
ま
す

そ
こ
で
本

村
で
は
事

故
防
止
と

正
確
な
証

明
書
の
交

付
の
た
め

４
月
１
日

か
ら
方
式

を
改
め
る

こ
と
に
い

た
し
ま
し
た

あ
な
た
の
財
産
や
利
益
を
守

る
た
め
、
こ
の
制
度
の
実
施
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

１
、
【
登
録
の
手
続
き
は
・・・
】

昭
和
5
0
年
４
月
1
日
か
ら
新

し
い
制
度
の
要
領
で
印
鑑
の
切

り
替
え
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

登
録
さ
れ
る
方
は
次
の
要
領
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
の
登
録
の
方
法
は

3
月
3
1
日
迄
で
印
鑑
証
明
書
は

９
月
3
0
日
迄
発
行
い
た
し
ま
す

す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

や
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
印
鑑
証
明
書

を
と
ら
れ
る
方
は
ご
め
ん
ど
う

で
す
が
４
月
に
な
り
ま
し
た
ら

早
め
に
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
5
0
年
９
月
3
0
日
以
降
は

今
ま
で
の
登
録
は
無
効
と
な
り

ま
す
。

※
代
理
人
で
申
請
さ
れ
た
ら

手
帳
の
交
付
ま
で
７
～
1
5
日

位
は
か
か
り
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
本
人
が
お
こ
し
下
さ

い
。

２
、
【
印
鑑
登
録
証
明
が
必
要

な
と
き
は
…
…
】

○
本
人
が
く
る
場
合

認
印
と
印
鑑
登
録
証
（
手
帳
）

を
持
っ
て
く
る
だ
け
で
交
付
さ

れ
る
。
（
実
印
は
不
要
）

○
代
理
人
が
く
る
場
合

代
理
人
の
認
印
と
印
鑑
登
録

証
（
手
帳
）を
預
っ
て
く
る
だ
け

で
交
付
さ
れ
る（
実
印
は
不
要
）

３
、
「
登
録
で
き
な
い
印
鑑
」

・
戸
籍
、
住
民
票
な
ど
に
記

載
し
て
あ
る
氏
名
と
関
係

な
い
字
を
ほ
っ
て
あ
る
も

の
。

・
職
業
や
資
格
そ
の
他
氏
名

以
外
の
事
項
を
ほ
っ
て
あ

る
も
の
。

・
ゴ
ム
印
そ
の
他
印
形
の
変

化
し
や
す
い
も
の
。

・
あ
ま
り
に
図
案
化
し
た
た

め
文
字
と
し
て
判
読
で
き

な
い
も
の
。

・
フ
チ
の
な
い
も
の
や
、
フ

チ
の
か
け
た
も
の
。

・
２
セ
ン
チ
５
ミ
リ
の
正
方

形
よ
り
大
き
い
も
の
や
8

ミ
リ
の
正
方
形
よ
り
小
さ

い
も
の
。

・
そ
の
他
照
合
が
困
難
で
不

良
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

注
意
事
項
右
記
の
事
項
に

該
当
す
る
印
鑑
を
登
録
し

て
お
ら
れ
る
人
は
、
こ
の

際
登
録
印
（
実
印
）
を
作

り
替
え
て
下
さ
い
。

※
　
印
鑑
登
録
証
（
手
帳
）
は

実
印
に
か
わ
る
も
の
で
す
。

大
切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

※
　
印
鑑
登
録
証
（
手
帳
）
が

な
い
と
印
鑑
証
明
は
発
行
で

き
ま
せ
ん
。

録登の鑑印 区
分

代

理

人

が

く

る

場

合

（
代

理

人

）

継
続
登
録
す
る
人

新
規
登
録
す
る
人

（
本
　
人
）

手

続

に

く

る

人

①

代
理
権
授
与
通
知
書

②

登
録
す
る
印
鑑
（
実
印
）

③
代
理
人
の
印
鑑
（
み
と
め

印
）

①
登
録
す
る
印
鑑
（
実
印
）

②

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
も
の
。

（
例
、
運
転
免
許
書
、
官

公
庁
発
行
の
写
真
入
身

分
証
明
書
）

③

②
が
な
い
と
き
は
保
証
人

が
必
要
で
す
。

持

っ
て

く

る

も

の

本
人
の
意
志
が
確
認
で
き
な

い
の
で
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

交

付

さ

れ

る

も

の

本
人
確
認
の
の
ち
、
そ

の
場
で
お
渡
し
し
ま
す

。こ
れ
に
は
一
人
一
人
の

番
号
が
つ
い
て
い
ま
す

。 印
鑑
登
録
証

（
手
　
帳
）

－

備
　
　
　
　
　
　
　

考

▼
印
鑑
の
登
録
申
請
は

本
人
が
直
接
す
る
の
が
原
則

で
す
。

本
人
の
登
録
意
志
を
確
認
す

る
た
め
照
会
文
書
に
よ
り
、

回
答
を
求
め
ま
す
。

回
答
書
は
本
人
が
役
場
に
持

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

代
理
人
が
持
参
す
る
場
合
は

「
代
理
権
授
与
通
知
書
」
が

必
要
で
す
。

代
理
人
の
「
印
鑑
」
も
必
要

で
す
。

郵便による在宅投票制度が実施
５０年３ 月１ 日 か ら

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る

方
は
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

以
下
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

一
、
障
害
の
程
度

の
範
囲
に
つ
い

てＩ、身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者

で
、

ア
両
下
肢
又
は

体
幹
の
障
害

に
あ
っ
て
は

1
級
又
は
２

級
と
記
戦
さ

れ
て
い
る
者

イ
心
臓
、
じ
ん

臓
、
又
は
呼

吸
器
の
障
害

に
あ
っ
て
は

1
級
又
は
３

級
と
記
載
さ

れ
て
い
る
者

２
、戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
で

ア
両
下
肢
又
は
体
幹
の
障
害

に
あ
っ
て
は
、
特
別
項
症

か
ら
第
２
項
症
ま
で
で
あ

る
者
と
記
載
さ
れ
て
い
る
者

イ
心
臓
、
じ
ん
臓
、
又
は
呼

吸
器
の
障
害
に
あ
っ
て
は

特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症

ま
で
で
あ
る
者
と
記
載
さ

れ
て
い
る
者
、（
し
た
が
っ

て
右
以
外
の
障
害
、
例
え

ぱ
眼
の
障
害
が
1
級
で
あ

っ
て
も
該
当
し
ま
せ
ん
。）

二
、
次
に
手
続
き
に
つ
い
て
は

右
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
は
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票

証
明
書
（
４
年
間
有
効
）
を

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
交
付

し
て
も
ら
っ
て
お
き
、
選
挙

の
都
度
こ
の
証
明
書
に
よ
り

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

申
請
を
し
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

・
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

手
続
き
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
を

添
え
て
、
選
挙
管
理
委
員
会

へ
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

該
当
者
は
で
き
る
だ
け
早
く

申
請
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し

ま
す
。
尚
、
詳
し
い
こ
と
は
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
合
せ
下

さ
い
。

家
族
そ
ろ
っ
て

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
よ
う

期
間
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
3
1日

掛
金
　
一
人

五
〇
〇
円
（
た
だ
し
中
学
生
以
下
の
子
供
は
三
〇
〇
円
）

今
年
も
、
き
た
る
3
月
3
1
日

で
今
年
度
の
共
済
期
間
一
年
が

終
了
し
ま
す
の
で
、
村
で
は
4

月
１
口
か
ら
来
年
3
月
3
1
口
ま

で
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

掛
金
は
一
人
五
〇
〇
円
（
た

だ
し
、
中
学
生
以
下
の
子
供
は

三
〇
〇
円
）
で
す
。
巾
込
書
を

部
落
長
さ
ん
の
お
手
許
に
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
掛
金
を
添
え
て
申
込

ん
で
下
さ
い
。

交
通
災
害
共
済
事
業
は
、
少

額
な
掛
金
と
充
実
し
た
内
容
の

お
互
の
助
け
合
い
の
制
度
で
す

万
一
に
そ
な
え
家
族
そ
ろ
っ
て

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
申
込
み
手
続
き

受
付
は
3
月
1
日
か
ら
役
場

で
行
な
い
ま
す
。
部
落
長
さ
ん

に
と
り
ま
と
め
を
お
願
い
し
ま

す
の
で
「
交
通
災
害
共
済
加
入

申
込
書
」
に
記
入
の
上
出
金
を

そ
え
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

（
各
人
が
直
接
役
場
に
出
向
か

れ
て
も
結
構
で
す
。
）

民
生
児
童
委
員
さ
ん

就
任
の
お
知
ら
せ

民
生
委
員
法
に
基
い
て
昨
年

1
2
月
一
斉
改
選
に
よ
っ
て
本
村

民
生
児
童
委
員
と
し
て
次
の
方

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
さ
ん
の
職
務

は
す
で
に
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ

う
に
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
て
本
●
に
お
け
る
民
生
安
定

の
指
導
、
相
談
役
に
努
め
ら
れ

る
任
務
で
す
。

家
庭
、
経
済
的
諸
問
題
等
の

あ
る
方
や
、
一
般
福
祉
問
題
に

つ
い
て
も
ご
気
軽
に
各
担
当
民

生
委
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

防 犯 燈 に は

110ボルト用の電球を

「
防
犯

外
燈
の
電

球
が
よ
く

切
れ
て
こ

ま
る
」
と
い
う
経
験
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
、
普
通
電
球
に
は
1
0
0

ボ
ル
ト
、
1
1
0
ボ
ル
ト
用
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。
防
犯
外
燈
に

は
1
1
0
ボ
ル
ト
用
の
電
球
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
明
る
さ
は
少
し

お
ち
ま
す
が
電
球
の
寿
命
が
長

く
経
済
的
で
す
。
球
切
れ
の
場

合
は
お
近
く
の
電
機
店
で
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

（
中
国
電
力
長
門
営
巣
所
）

民生児童委 員名簿及び 担当 地域表

住　 所 氏　　 名 担 当 部 落 名

長　崎 三 輪　　 一 長崎 、黄 波戸
（１～２班）

黄 波戸 三 輪浮美 子
黄波戸
( 6～13班20班)

黄波戸 川内八千代
黄波戸
( 3～5. 14～19班)

茅　 刈 藤井　秀夫 茅 刈、矢ヶ浦

上　 城 野 村　達藏 黄 波戸 囗、宮の
馬 場、上城

古 市 河 野イクヱ 古 市上 、原 小路

古　市 阿波　梶子 古 市下、新町

大内山 上 河村富美子
大 内山上、大内
山下

畑　下 重 本　元喜 畑 上､畑 下､国広

新　市 岡崎　吉堆 真口、新市、農
土園、小野地

狩　宿 山本　貞夫 狩宿､一円､向用

東坂本 磯 部　周作 東 坂本、西坂 本
堀 田

中　 村 杉山　 敏久 中 村、炭床

北　 山 安田　清 登 野田北、野田南
雨乞、北 山

川　原 藤井義太郎 川原、長行
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納

税

の

申

告

は

３
月
1
5
日
ま
で
に

申
告
相
談
２
月
2
2日よ
り

私
達
の
納
め
た
税
金
は
、
道

路
、
漁
港
な
ど
の
整
備
、
住
民

の
健
康
や
生
活
を
守
る
社
会
保

障
の
充
実
、
教
育
の
振
興
な
ど

地
方
公
共
団
体
が
行
う
活
動
の

た
め
の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
税
金
は
、
正
し
い
申
告

を
し
て
納
得
の
い
く
納
税
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
の
確
定
申
告
、
事
業

税
、
県
村
民
税
の
申
告
は
３
月

1
5
日
ま
で
で
す
。
こ
の
三
つ
の

税
金
の
申
告
相
談
受
付
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
利
用
の
う
え
必
ず
申
告
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

所
得
税
の
確
定
申
告
、
事
業

税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て
税
務

署
又
は
、
県
税
事
務
所
か
ら
別

に
連
絡
の
あ
っ
た
方
は
そ
の
予

定
さ
れ
た
日
時
に
な
る
べ
く
お

い
で
下
さ
い
。
万
一
都
合
が
悪

く
て
出
ら
れ
な
い
方
は
税
務
係

に
ご
相
談
下
さ
い
。

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
方
で
も
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

金
や
、
予
定
納
税
を
し
た
税
金

が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
時

は
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

特
に
次
の
よ
う
な
人
は
、
税

金
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
な

い
か
よ
く
確
め
て
下
さ
い
。

◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
雑
損
控
除

や
医
療
控
除
な
ど
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
。

◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
年
の
中
途

で
退
職
し
そ
の
後
就
職
し
な

か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受

け
な
か
っ
た
人
。

◎
所
得
税
が
少
な

い
人
で
、
配
当

や
原
稿
料
な
ど

の
収
入
が
あ
る

人
。

Λ
申
告
時
に
持
参

し
て
い
た
だ
く

も
の
Ｖ

次
の
証
明
書
な

ど
は
、
あ
ら
か
じ

め
ご
用
意
下
さ
い

◎
印
か
ん
お
よ
び

申
告
書

◎
生
命
保
険
料
、

損
害
保
険
料
等

の
支
払
証
明
書

◎
医
療
費
、
雇
人

費
、
大
農
具
購

入
等
の
領
収
書

◎
給
与
所
得
の
あ

る
人
は
源
泉
徴
収
票

◎
営
業
、
事
業
所
得
者
は
経
理

簿
等県

村
民
税
申
告
書
、
説
明
書

は
、
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
配
布

い
た
し
ま
す
の
で
破
っ
た
り
、

汚
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
、

申
告
相
談
日
に
必
ず
持
参
し
て

下
さ
い
。

申
告
書
の
住
所
氏
名
は
、
ハ

ッ
キ
リ
買
い
て
「
フ
リ
ガ
ナ
」

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

申 告 相 談 日 程 表

月 ／ 日 曜 日 午　　　　 前 午　　　　 後

2  / 2 2

2 3

土

日

月

大内山上

24
堀 田 、宮 ノ馬 場 黄 波 戸 口

25 火 大内山下、農土園 新市、小野地
26

水 狩 宿 、一 円 、向 田 東 坂 本 、 国 広

2Z 木 古 市 上 、 古 市 下 新 町 、原 小 路
28

金 西坂本、北山 中 村

3/ 1 土 野 田 南 、 雨 乞 野 田 北

２ 日

月３ 畑上、畑下 真 口 、 川 原

４ 火 税 務 署 、県 税 事 務 所 、 出 張 申 告 相 談 日

５ 水 炭　 床

６ 木 長崎、黄波戸（１～５班）

７
8

金 黄波戸（6～12班）

土 〃　（13～20班）

９
日

10
月 矢 ヶ 浦 、 茅 刈 神田校区予備

11
火 上　 城 長　 行

・ 会　 場　　 日 置校 区　 役場 大 会 議 室

神田校区　黄波戸公民館階上

・時　間　　午前8時30分～午後4時30分まで

山
口
県
屋
外
広
告
物
条
例
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

昨
年
1
1
月
山
口
県
屋
外
広
告

物
条
例
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ

県
内
で
屋
外
広
告
業
を
営
ま
れ

る
方
は
昭
和
5
0
年
４
月
1
日
よ

り
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
又
そ
れ
ぞ
れ

の
営
業
所
ご
と
に
県
が
行
う
講

習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
者
又

は
こ
れ
と
同
等
程
度
の
資
格
を

有
す
る
人
を
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
屋
外

広
告
物
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
受
講
の
手
続
（
提
出
す
る
も
の
）

・
屋
外
広
告
物
講
習
会
受
講
申

込
書
（
土
木
事
務
所
に
あ
る
）

・
手
数
料
（
山
口
県
収
入
証
紙
）

二
千
円

・
写
真
（
縦
5
.
5
セ
ン
チ
、
横
４

セ
ン
チ
無
帽
、
正
面
向
で
上

半
身
像
の
も
の
）

◎
提
出
先
及
び
期
限

２
月
1
0
日
ま
で
に
管
轄
の
土
木

事
務
所
を
経
由
し
て
知
事
に

提
出
す
る
こ
と
。

日 所場
◎
日
時
、
場
所
及
び
講
習
科
目

２
月
2
4
日

２
月
2
3
日

２

月
2
2

日

山
口
市
滝
町

山
口
県
職
員
会
館

9
:
0
0
～
1
2
:
0
0
屋
外
広

告
物
の
施
工
に
関
す
る
事
項

9
:
0
0
～
1
2
:
0
0
屋
外
広

告
物
に
関
す
る
法
令

1
3
:
0
0
～
1
8
:
0
0
屋
外

広
告
物
に
関
す
る
事
項

9
:
0
0
～
1
2
:
0
0
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
法
令

1
3
:
0
0
～
1
7
:
0
0
屋
外
広
告
物
の
表
示
に
関
す
る

事
項

時
刻
及

び
講
習
科
目

保
健
婦
だ
よ
り

脳卒中発作の応急処置

２
月
４
日
は
立
春

で
す
が
、
春
は

ま
だ

先
の
こ
と
年
間
で
最

も
寒
い
時
間
、
脳
卒

中
が
一
番
多
い
と
き

で
す
か
ら
高
血
圧
の

人
の
い
る
家
庭
で
は

十
分
に
注
意
し
た
い

も
の
で
す
。

卒
中
と
は
血
行
が

急
に
乱
れ
て
生
ず
る

症
状
を
い
い
意
識
を

失
っ
て
あ
と
に
半
身

不
髄
を
の
こ
す
こ
と

が
多
い
。
こ
の
発
作

あ
る
い
は
の
こ
っ
た
麻
ヒ
を
俗

に
〃
ち
ゅ
う
ぶ
う
〃
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
血
行
の
乱
れ
る
原
因

は
脳
の
血
管
が
切
れ
て
出
血
す

る
（
脳
出
血
）
と
血
管
が
つ
ま
る

（
脳
硬
そ
く
）
が
あ
り
ま
す
。

脳
硬
そ
く
は
別
名
脳
軟
化
症
と

よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

血
圧
の
高
い
人
は
と
く
に
寒

さ
に
気
を
つ
け
、
朝
夕
の
寒
気

の
中
で
力
仕
事
を
し
な
い
こ
と

夜
は
寒
い
ト
イ
レ
に
行
か
ず
、

尿
器
を
用
い
る
な
ど
、
ま
わ
り

の
人
の
協
力
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
注
意
を
し
て
い
て
も
発
作

を
起
し
た
場
合
に
は
、
医
者
に

み
せ
て
手
当
を
受
け
る
こ
と
で

す
が
、
医
者
が
来
る
ま
で
の
応

急
処
置
に
よ
っ
て
病
人
の
生
命

や
予
後
が
大
き
く
影
響
さ
れ
ま

す
。
家
族
は
発
作
を
お
こ
し
た

と
き
の
心
得
を
よ
く
頭
に
入
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
倒
れ
た
人
の
体
を
む
や
み
に

動
か
さ
な
い
こ
と
。
あ
わ
て

て
ゆ
り
動
か
す
こ
と
は
危
険

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

・

屋
内
な
ら
ば
、
な
る
べ
く
そ

の
場
所
に
寝
か
せ
て
医
者
を

待
ち
ま
す
が
、屋
外
や
便
所
、

風
呂
場
の
場
合
は
、
手
や
足

は
多
少
動
か
し
て
も
よ
い
が

首
か
ら
上
は
で
き
る
だ
け
動

か
さ
な
い
よ
う
に
静
か
に
運

ん
で
寝
か
せ
ま
す
。

・
吐
き
気
が
あ
る
と
き
に
は
、

楽
に
吐
き
出
せ
る
よ
う
に
顔

を
横
に
向
け
吐
物
を
誤
飲
さ

せ
な
い
こ
と
。

・
意
識
を
失
っ
て
倒
れ
て
い
る

場
合
に
は
体
か
ら
熱
が
逃
げ

冷
え
こ
み
ま
す
か
ら
保
温
も

大
切
で
す
、
湯
タ
ン
ポ
、
ア

ン
カ
等
を
使
っ
て
も
よ
い
の

で
す
が
意
識
が
な
い
う
え
に

麻
ヒ
を
超
し
て
い
る
の
で
体

に
直
接
ふ
れ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
る
。

税 務 署だよ り 所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

３
月
1
5日
ま
で
に

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

は
、
２
月
1
6
日
か
ら
３
月
1
5
日

ま
で
で
す
。
　
　
　
・‐

税
務
署
で
は
、
期
間
中
い
つ

で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が

役
場
の
税
務
係
で
も
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
期
限
間
近
に
な
る

と
、
税
務
署
の
窓

口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
早
め
に

お
す
ま
せ
く
だ
さ

い
。

◇
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
れ
ば
、
住

民
税
、
事
業
税
の

申
告
も
同
時
に
す

み
ま
す
。

◇
申
告
書
を
書
く
と
き
に
は
、

申
告
書
と
一
緒
に
配
付
し
て

あ
る
「
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
手
引
」
や
「
申
告
書
の

書
き
方
」
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
税
理
士
に
税
務
相
談
や
、
申

告
書
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
る

場
合
に
は
、
正
規
の
税
理
士

か
ど
う
か
を
税
務
署
や
税
理

士
会
で
確
認
し
、
に
せ
税
理

士
に
依
頼
さ
れ
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
所
得
税
額
は
、
申
告
期
間
中

に
納
め
る
こ
と
が
原
則
で
す

が
、
都
合
に
よ
り
一
度
に
納

め
ら
れ
な
い
と
き
に
は
、
所

得
税
額
（
第
３
期
分
）
の
1
/
2

以
上
を
3
月
1
5
日
ま
で
に
納

め
、
申
告
書
の
延
納
届
出
欄

に
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、

残
り
の
税
額
は
５
月
3
1
日
ま

で
延
納
が
で
き
ま
す
。
（
こ

の
場
合
延
納
期
間
中
は
年
率

7
.
3
％
の
利
子
税
が
か
か
り
ま

す
）

◇
納
付
に
つ
い
て
は
、
銀
行
な

ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に

よ
っ
て
納
●
す
る
こ
と
が
で

き
る
振
替
納
税
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
手
続
と
し
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
署
に

振
替
依
頼
書
を
捉
出
し
て
お

く
こ
と
と
、
す
で
に
振
替
納

税
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
と

同
様
、
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
と
き
に
振
替
納
税
用
納

付
書
に
納
め
る
税
額
な
ど
を

記
載
し
て
税
務
署
に
提
出
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◇
納
税
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
の
で
、
申
告

書
の
書
き
方
な
ど
が
わ

か
ら
な
い
場
合
は
、
ご

利
川
く
だ
さ
い
。

（
日
時
）
（
場
所
）
（
対
象
地

区
）
３
月
４
日
（
火
）
9
：
３
０
～
1
6

：
0
0
日
置
村
役
場日

置
村
全
城

３
月
1
4
日
（
金
）
9
：
0
0

～
1
7
：
0
0
日
長
門
税
務
署

管
内
全
域

3
月
巧
1
5
日
（
土
）
長
門
税
務
署

9
：
0
0
～
1
2
：
0
0
　
管
内
全
域

税
金
の
還
付

を
受
け
る
た
め
の

申
告
は
お
早
め
に

川
和
4
9
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
と
納
税
は
、
２
月
1
6
日

か
ら
3
月
1
5
日
ま
で
で
す
。

し
か
し
、
税
金
の
還
付
を
受

け
る
た
め
の
確
定
申
告
は
２
月

1
6
日
以
前
で
も
受
付
け
て
い
ま

す
。
早
く
申
告
す
れ
ば
税
金
の

還
付
も
早
く
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
早
め
に
す
ま
せ

て
下
さ
い
。

歳末助けあい運動実施報告
昭
和
4
9
年
度
の
歳
末
助
け
あ

い
運
動
は
1
2
月
1
日
よ
り
2
5
日

ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆

様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
に
よ

り
、
今
ま
で
に
な

い
多
額
の
お
金
が

寄
せ
ら
れ
、
関
係

者
一
同
深
く
感
銘

い
た
し
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

お
寄
せ
頂
い
た

お
金
は
村
当
局
。

共
同
募
金
委
員
会

民
生
委
委
員
及
び

社
会
福
祉
協
議
会

の
四
者
で
慎
重
審

議
し
別
記
の
通
り

配
分
し
、
民
生
委

員
の
手
を
通
じ
て

該
当
の
方
々
に
届

け
ら
れ
、
皆
様
の

ご
芳
志
を
感
謝
さ

れ
て
い
ま
し
た
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◎
寄
金
（
品
）
者
氏
名
（
略
敬

称
・
順
序
不
同
）
個
々
の
金
額

は
多
く
の
方
々
の
ご
希
望
に
よ

り
省
略
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

磯
部
久
一
、
東
部
老
人
ク
ラ

ブ
老
友
会
、
一
郵
便
局
員
、
吉

付
清
子
、
長
谷
川
済
、
益
冨
時

春
、
川
田
印
刷
、
福
正
寺
定
例

法
話
会
々
員
、
古
谷
稔
甫
、
岡

崎
要
、
阿
波
茂
夫
、
松
葉
仏
教

婦
人
会
、
Ａ
婦
人
、
兼
田
よ
し

子
、
橋
本
六
郎
、
阿
波
梶
子
、

光
田
繁
、
沖
川
新
作
、
藤
木
益

正
、
岡
村
広
忠
、
二
井
谷
三
月

男
（
在
大
阪
）
、
清
和
組
、
黄

波
戸
青
年
団
、
北
陵
老
人
ク
ラ

ブ
、
伊
藤
定
祐
、
吉
永
亘
、
日

置
農
協
役
職
貝
、
日
置
村
婦
人

会
、
永
野
泉
作
、
児
玉
公
子
、

中
路
幸
子
、
西
村
猛
、
Ｂ
婦
人
、

河
野
郁
江
、
中
央
第
一
老
人
ク

ラ
ブ
、
小
川
宋
、
吉
村
潤
一
、

磯
部
鮮
魚
店
、
金
子
司
、
中
野

寅
司
、
池
永
清
、
藤
木
春
一
、

上
田
政
男
、
重
村
長
治
、
河
瀬

洋
司
、
熊
田
博
一
、
上
田
望
、

井
上
守
、
吉
津
弘
子
、
岡
田
静

代
、
杉
出
宏
、
古
市
局
愛
情
箱
、

上
野
清
、
日
置
村
職
員
労
働
組

合
、
谷
野
武
雄
、
日
置
小
学
校

児
童
会
、
溝
部
博
康
、
石
川
武

史
、
日
置
村
生
活
セ
ン
タ
ー
従

業
員
一
同
、
雨
乞
部
落
、
松
本

作
二
郎
、
西
板
木
部
落
、
日
置

村
身
障
協
、
富
士
ヨ
ッ
ト
日
置

工
場
、
堀
博
道
、
日
置
農
校
生

徒
ク
ラ
ブ
及
職
員
一
同
、
芳
岡

時
計
店
、
神
原
呉
服
店
、
平
江

商
店
、
上
田
和
男
、
村
岡
歯
科
、

山
崎
呉
服
店
、
植
山
書
店
、
金

子
建
材
店
、
森
正
雄
、
丸
正
古

市
店
、
益
習
老
人
ク
ラ
ブ
、
松

本
喜
吉
、
藤
井
義
太
郎
、
黄
波

戸
漁
協
及
び
役
職
員
、
大
津
醤

油
●
、
黄
波
戸
温
泉
観
光
ホ
テ

ル
、
竜
宮
荘
、
黄
波
戸
郵
便
局

職
員
一
同
、
林
義
雄
、
瀬
川
一

枝
、
秋
枝
清
一
、
清
水
智
香
子
、

上
杉
新
作
、
大
下
義
夫
、
大
村

呉
川
店
、
桑
原
里
多
子
、
日
置

中
学
校
生
徒
会
、
小
倉
正
雄
、

椋
木
英
夫
、
藤
本
歯
科
、
藤
岡

商
店
、
日
置
村
民
生
委
員
一
同
、

池
永
重
助
、
由
良
信
一
、
上
田

俊
作
、
藤
川
ヨ
シ
干
、
国
司
武

雄
、
大
内
山
上
子
ど
も
会
、
古

市
駅
職
員
一
同
、
大
野
多
美
子

西
島
歯
科

◎
会
計
報
糾

収
人
　
三
一
五
、
七
八
〇
円

支
出
　
三
一
五
、
七
八
〇
円

内
　
訳

披
生
活
保
護
世
帯
　
２
３
世
帯

三
五
、
〇
〇
〇
円

要
生
活
保
護
世
帯
（
含
心
身

障
害
者
世
帯
）
　
　
　
3
9
世
帯

一
五
二
、
〇
〇
〇
円

長
期
療
養
者

老
人
ホ
ー
ム
入
居
者

児
童
施
設
入
居
者

一
人
暮
し
老
人

三
二
、
〇
〇
〇
円

地
域
配
分
金
（
共
募
）
充
当

三
一
、
〇
〇
〇
円

※
善
意
銀
行
寄
託

五
、
七
八
○
円

※
印
は
配
分
後
の
受
入
の
為

早
い
機
会
に
助
け
あ
い
運
動
に

類
す
る
事
業
に
支
出
し
ま
す
。

そ
の
他
衣
類
数
点
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

山口県立専修職業訓練校生募集
（
豊
北
技
能
専
門

学
校
）

◎
募
集
人
員

・
電
子
機
器
科

専
修
訓
練
課
程
1
5
人

職
業
転
換
訓
練
課
程
1

5
人
・
無
線
通
信
科
3
0
人

◎
訓
練
期
間
　
1
力
年

◎
申
込
先

最
寄
り
の
職
業
安
定

所
ま
た
は
豊
北
技
能

専
門
学
校
。
（
3
月

卒
業
予
定
者
は
学
校

長
を
経
由
）

◎
締
切昭和
5
0
年
3
月
1
5
日

ま
で

火
災
予
防

毎
月
1
9日
は
防

火
の
日
。
毎
日

午
後
９
時
は
防

火
の
時
間
で
す

毎
月
9
・
1
9
・
2
9
日
の

午
後
9
時
に
サ
イ
レ
ン

を
吹
嶋
し
ま
す
。
　（
た

だ
し
1
9
日
に
は
、
朝
７

時
に
も
吹
鳴
し
ま
す
）

寄
付
お
礼

社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
資
金
に
寄
付

1
1
月
1
6
日
よ
り
5
0
年
1
月
1
5

日
ま
で
次
の
方
々
よ
り
香
典
返

し
と
し
て
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。
（
略
敬
称
）

松
永
源
昭
（
大
内
山
）
、
川

野
伸
芙
（
古
市
）
、
中
野
春
浪

（
古
市
）
、
末
永
ア
サ
子
（
野

田
）
、
江
原
信
子
（
中
村
）

◎
病
気
見
舞
返
し

1
1
月
1
6
日
か
ら
1
月
1
5
日
ま

で
次
の
方
々
よ
り
病
気
見
舞
返

し
と
し
て
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
今
後
の
ご
健
康
を
祈
り

ま
す
。
（
略
敬
祢
）

杉
山
秀
雄
（
大
内
山
）
、
又

野
和
男
（
黄
波
戸
）

以
上

ご
寄
付
七
件

金
額
一
一
八
、
〇
〇
〇
円

４
月
よ
り
　
五
七
件

金
額
八
七
一
、
一
二
〇
円

◎
善
意
銀
行
寄
託

一
老
人
か
ら
五
〇
〇
円

（
一
川
分
よ
り
五
Ｏ
Ｏ
円

に
増
額
）

新
町
子
ど
も
会
か
ら

一
、
四
二
三
円
（
老
人
福
祉
費
と
し
て
）

歳
末
助
け
あ
い
配
分
後
の
仮

受
入
金

五
、
七
八
〇
円

一
村
民
（
善
銀
寄
託
申
入
）

二
、
〇
〇
〇
円

計
九
、
七
〇
三
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
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